
 

 

 

 

                              

中小企業と協同組合 

 

 

 

 

【講義の主なポイント】 

・中小企業は、資本金と従業員数で（業種によって異なるが）大企業と区分さ

れている。労働者の内、約 70％が中小企業で働いている。また、統計の取り

方にもよるが、中小企業はおよそ全国で 350 万社にまで減少している。 

・中小企業にとって以前は、競争の厳しさやコストダウンの要求に応えること

が課題であったが、近年では人手不足と事業の承継問題が課題となっている。 

・中小企業組合は、農林水産業以外の事業者のための協同組合であり中小企業

が集まって一定の存在となっている。例えば、トラック事業協同組合や建設

業協同組合、地域別組合、異業種で組織された協同組合等もある。 

・中小企業組合は全国に約 37,000 の組合があり県内には 540 の組合がある。 

・日本の中小企業組合の歴史は、奈良・平安時代に始まった「座」に起源し、

鎌倉・室町時代には「株仲間」、江戸時代の「楽市楽座」「無尽」などがある。

1900 年に産業組合法ができ、現在の中小企業組合の基礎ができた。 

・中小企業組合の種類は、それぞれ目的ごとに事業協同組合、信用協同組合、

企業組合、協業組合、商工組合、商店街振興組合がある。 

・個々の組合員では所有できない機械や設備を組合が導入し組合員に供給する

共同生産・加工事業や、組合員が必要とする資材や商品等を組合がまとめて

購入する共同購買事業など様々な共同事業をおこなっている。また最近では

外国人技能実習生共同受入事業を目的とした新規組合の設立が増えている。 

・三重県中小企業団体中央会の会員数は 499 組合等（加入率 85％）である。中

小企業の連携で「みえの元気」を育てることがミッションであり、中小企業

組合の設立・運営支援、中小企業振興のため国や県等に対し建議や陳情等も

おこなっている。 

  三重大学 人文学部  

法律経済学科 

「協同組合論」 
  

松井 寿人／三重県中小企業団体中央会事務局長 

 
第10回（12月 12日）：受講46名（受講生41名・聴講＆スタッフ5名） 

中小企業が抱える近年の課題は人手不足と事業の承継問題である。中小企業

組合は、農林水産業以外の事業者の協同組合であり相互扶助の精神に基づき協

同して様々な経済事業等をおこなっている。三重県中小企業団体中央会には

499 組合等が加入しており、中小企業組合の設立・運営支援等を主な事業とし

ている。中小企業の連携で「みえの元気」を育てていくことが大切である。 
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第１０回講義…受講生の感想レポート（一部抜粋） 

Ａさん（３年生） 

 
Ｂさん（４年生） 

 

Ｃさん（２年生） 

 



Ｄさん（２年生） 

 
Ｅさん（３年生） 

 



Ｆさん（２年生） 

 
Ｇさん（２年生） 

 
Ｈさん（３年生） 

 


